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[研究代表者 ]

小柳 泰久  東京医科大学第 3外科

[研究課題 ]

日本人の胃癌の発生におけるヘリコバクター

ピロリ感染 とHLA拘束性に関する研究

[研究目的]

本研究の目的は、胃癌患者の消化性潰瘍既往

歴の解析 より仮定されたHLA抗原の意義の解明

などの解析 を通 じて、その遺伝子の特性、機能

及び機序を明らかにすることにある。

[研究成果 ]

消化性潰瘍既往歴は、内月及治療歴があることと

した。対象症例は胃切除術を施行された2161例

で、十二指腸潰瘍 (胃 十二指腸並存潰瘍を含む)

既往 を持つ患者は54例 (2.5%)、 胃潰瘍の既往
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を持つ患者は223例 (10.3%)で あった (Table l)。

10年生存率は、既往歴なし、十二指腸潰瘍既往

歴、胃潰瘍既往歴を持つ患者、それぞれ、51.9%、

64.5%、 70。1%であった。Stage別 では、stage 3

Aの みで有意の差が認め られた (Fig.2～ 7)。

Overdominant selectionの 観点からの検討では、

Class l&Class 2 Homozygoteの 患者では、胃潰

瘍既往歴患者が有意に予後良好であった。Class

l&Class 2 Heterozygoteの 患者では十二指腸潰

瘍既往歴患者が全員生存 していたが、有意の差は

認め られなかった (Fig.8～ 11)。 Helicobacter

pylori抗体価毎の予後は、 >800units/mlを 示す

症例が最 も予後良好であった (日 g.12)。

[考察 ]

消化性潰瘍、胃癌の発生、病態 にはともに

Helicobacter pylo五 感染が関与 していると考えら
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れている。 しかし、今回検討

したように、胃癌発生以前に

潰瘍症を発症する患者は少な

い。このdiscrepancyを どのよ

うに理解 したらよいか、基礎

的なデータは皆無である。あ

えて今回の結果か らいうと、

HP除菌は、胃癌の発生頻度の

高い日本では、あまり推奨で

きないのではないかと考える。
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Fig.8 Class l homozygote
Class 2 homozygOte

Fig 9 class l homozygote
Class 2 heterozygOte
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日本人の癌の発生、治療応答に関わる

遺伝学的要因に関する研究

[研究代表者]

生越 喬二

[研究課題]

東海大学消化器外科

日本人の癌の発生、治療応答に関わる遺伝学

的要因に関する研究

[研究目的]

癌の発生及び癌治療に対する応答は、遺伝学

的素因及び後生的遺伝子変化 (変異)に よって
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